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事
例
で
は
、
新
社
長
は
先
代
の
個
人
保

証
を
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
新
社
長
が
そ
れ
を
歓
迎
す
る
こ
と

は
少
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
活
か
し
た
提
案
な

ど
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
経
営
者

保
証
解
除
の
た
め
、
特
に
中
小
企
業
等

に
求
め
ら
れ
る
要
件
は
次
の
３
点
で
あ

る
。

①
法
人
と
経
営
者
と
の
関
係
の
明
確
な

区
分
・
分
離
（
一
体
性
の
解
消
）
に
努

め
て
い
る

②
財
務
基
盤
の
強
化
に
努
め
て
い
る

③
財
務
状
況
の
正
確
な
把
握
、
適
時
適

切
な
情
報
開
示
等
に
よ
る
経
営
の
透
明

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

　

金
融
機
関
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
た
め
、
年
に
１
回
の
決
算
報
告
（
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
勘
定
科
目

明
細
等
）
の
み
な
ら
ず
、
試
算
表
・
資

金
繰
り
表
等
の
定
期
的
な
報
告
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
自
行
庫
の
経
営

者
保
証
検
討
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
な
ど
を

活
用
し
、
経
営
者
保
証
を
求
め
な
い
融

資
の
提
案
、
あ
る
い
は
経
営
者
保
証
制

度
解
除
に
向
け
た
具
体
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
で
、
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
メ
イ
ン
行
と
の

差
別
化
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、
自
社
株
式
の
移
転
で
あ

る
。
先
代
か
ら
新
社
長
へ
の
株
式
移
転

は
贈
与
（
暦
年
贈
与
と
相
続
時
精
算
課

税
制
度
）
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
が
、
こ
こ
で
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
は
、
先
代
に
子
ど
も
が

新
社
長
の
兄
弟
か
ら

遺
留
分
侵
害
に
問
わ
れ
得
る

複
数
人
い
る
場
合
だ
。

　

社
長
と
株
主
の
二
役
を
経
営
者
一
人

が
演
じ
る
こ
と
で
、
安
定
し
た
経
営
が

実
現
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
社

株
式
は
な
る
べ
く
経
営
者
が
集
中
し
て

保
有
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
非
後

継
者
の
子
ど
も
（
新
社
長
の
兄
弟
）
が

い
る
場
合
、
自
社
株
式
を
新
社
長
へ
贈

与
で
移
し
、
先
代
に
相
続
が
発
生
す
る

と
、
非
後
継
者
か
ら
遺
留
分
侵
害
に
問

わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

贈
与
し
た
自
社
株
式
を
遺
留
分
侵
害

と
し
て
評
価
す
る
際
は
、
贈
与
時
の
価

額
で
は
な
く
相
続
発
生
時
の
評
価
額
が

基
準
に
な
る
。
し
か
も
、
贈
与
し
た
自

社
株
式
は
特
別
受
益
と
し
て
持
戻
し
さ

れ
る
。
よ
っ
て
、
非
後
継
者
に
も
十
分

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

事
業
承
継
を
検
討
す
る
と
き
は
、
先

代
の
相
続
財
産
の
中
身
の
検
証
が
必
要

に
な
る
。
一
般
的
に
、
中
小
企
業
経
営

者
の
財
産
は
、
自
社
株
式
が
占
め
る
割

合
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
自
社
株
式
を

保
有
し
た
ま
ま
相
続
が
発
生
す
る
と
、

納
税
資
金
が
不
足
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
後
継
者
に
贈
与
し
て
も
、
非

後
継
者
が
い
る
場
合
な
ど
は
、
前
述
の

遺
留
分
侵
害
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

遺
留
分
対
策
と
納
税
資
金
対
策
を
同

時
に
実
現
し
つ
つ
、
生
前
に
自
社
株
式

を
譲
渡
す
る
方
法
が
あ
る
（
図
表
２
）。

①
新
社
長
が
持
株
会
社
を
設
立
す
る

②
先
代
所
有
の
自
社
株
式
に
つ
い
て
、

税
理
士
に
譲
渡
価
額
を
算
出
し
て
も
ら

い
、
持
株
会
社
に
融
資
を
行
う

③
借
入
金
で
先
代
か
ら
自
社
株
式
を
買

い
取
る

④
先
代
は
持
株
会
社
か
ら
自
社
株
式
の

売
却
代
金
を
受
け
取
る

⑤
持
株
会
社
は
１
０
０
％
株
主
と
な

り
、
持
株
会
社
に
出
資
し
て
い
る
新
社

長
が
自
社
を
間
接
支
配
で
き
る

⑥
持
株
会
社
と
自
社
は
、
１
０
０
％
支

配
関
係
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
を

活
用
し
、
配
当
・
寄
付
金
行
為
等
が
益

金
不
算
入
と
な
る

⑦
配
当
・
寄
付
金
を
金
融
機
関
へ
の
返

済
原
資
と
す
る

　

以
上
の
ス
キ
ー
ム
を
活
用
す
る
と
、

株
式
贈
与
で
は
な
く
株
式
売
買
と
な
る

た
め
、
将
来
の
遺
留
分
対
策
に
な
る
。

ま
た
、
換
金
性
の
乏
し
い
株
式
を
現
金

化
で
き
、
納
税
資
金
対
策
に
充
て
る
こ

グ
ル
ー
プ
法
人
税
制
で
の

自
社
株
の
集
中
を
提
案

と
も
で
き
る
。
一
方
、
留
意
点
と
し
て

は
、
将
来
業
績
が
悪
化
し
た
際
、
借
入

金
の
返
済
に
苦
慮
す
る
場
合
が
あ
る
。

ま
た
、
先
代
に
譲
渡
所
得
税
が
発
生
す

る
問
題
も
あ
る
。

　

非
後
継
者
が
複
数
人
い
る
場
合
や
、

先
代
の
相
続
財
産
に
占
め
る
自
社
株
の

割
合
が
大
き
い
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な

提
案
型
融
資
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
代
が
得
た
売
却
代
金
に
つ
い

て
は
、
相
続
対
策
を
交
え
た
運
用
提
案

に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

メ
イ
ン
先
の
他
行
庫
と
の
関
係
が
強

固
で
も
、
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
で
チ

ャ
ン
ス
を
見
出
せ
る
。
諦
め
ず
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
本
部
の
専
門
部
署
な
ど
に

相
談
し
て
み
よ
う
。

業
承
継
と
は
、「
経
営
の
承

継
」
と
「
財
産
の
承
継
」
を
一

体
的
に
解
決
し
、
次
世
代
へ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、

「
経
営
の
承
継
」
で
は
、
経
営
を
誰

に
・
い
つ
・
ど
の
よ
う
に
引
き
継
い
で

い
く
の
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
で
は
親
子
間
の
親
族
内
承

継
が
多
い
た
め
こ
こ
で
も
そ
れ
を
前
提

と
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
本
ケ
ー
ス

で
は
「
誰
に
」「
い
つ
」
は
済
ん
で
い

る
。
残
る
は
、「
ど
の
よ
う
に
」
の
点

だ
。
実
は
、
メ
イ
ン
行
と
の
関
係
が
強

固
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
部
分
か
ら
入
り

込
む
余
地
が
あ
る
。
二
つ
の
視
点
か
ら

解
説
し
よ
う
。

　

一
つ
目
は
、
個
人
保
証
の
扱
い
だ
。

金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
が
あ
る
場

合
、
経
営
者
は
連
帯
保
証
な
ど
の
個
人

保
証
を
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の

特集 二代目経営者を攻略する！

事 経
営
者
保
証
と
株
式
譲
渡
を

切
り
口
に
し
た
提
案
で
差
別
化

①
計
画
的
に
承
継
が
行
わ
れ
、
メ
イ
ン
の
他
行
庫
と
の
関
係
が
強
固
な
先

個人保証を求めない融資実現
を一緒に目指す過程で信頼関
係を築く

先代に子どもが複数いる場
合、遺留分対策と納税資金対
策を同時に実現するため持株
会社の設立も一案

ポイント

図表１　事業承継で解決すべき要素

図表２　株式譲渡のスキーム
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ケース別
こんな対応で信頼を獲得し
取引を拡大する

⑥～⑨ 櫻沢 健

　代替わりして間もない二代目経営者の
置かれた状況ごとに、関係を深めていく
切り口とノウハウを解説する。
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